
自社の現時点での取り組みがどのような評価を
得ているのか、自社のESGの取り組み度と株主
評価を数値で可視化します。そうすることで、
自社の立ち位置を客観的に把握することができ
ます。

また、自社が所属する業界において、ESGのど
の取り組みを伸ばせば企業価値向上効果が 得
られるのか、因果関係が分かることで、効果的
なESG目標の設定が可能になります。

ESG指標をデータドリブンに決定、実行、そし
て発信することで、市場からの正当な評価獲得
にもつながります。

保科学世：ESG施策が企業価値にどのようなイ
ンパクトをもたらすのかを可視化するために、
過去12年間、468種類のデータを用いて、AI 
POWERED Enterprise Value Cockpitを構築し
ました。
このサービスを活用することにより、各ESG施
策が企業価値に与える影響を可視化し、その効
果をシミュレーションすることで、企業価値を
最大化するESG戦略が策定可能になると考えて
おります。

SDGsに代表されるように、日本でも持続可能
な経営が注目されています。企業においては、
ESGを企業戦略の中心に据え、社会的責任を果
たすことが求められるようになりました。

しかし、いくら良い取り組みでも、やみくもに
導入するだけでは、長期的な企業価値向上は望
めません。今求められているのは、従来のCSR
活動から一歩進み、事業と紐づけたESGの取り
組みです。

ESGを企業戦略の中心に位置付けるには、株主
に向けて利益を示していくこれまでのシェアホ
ルダー資本主義からステークホルダー資本主義
へとシフトし、顧客のみならず社員や社会を含
めた関係者に対して、360度で価値を提供して
いくことが重要です。

この全方位型経営を 実現するためには、データ
に基づき、客観的に自社の立ち位置を把握した
上で、どのESGの取り組みに注力すべきかを見
える化・特定することが鍵となります。

アクセンチュアのAI POWERED Enterprise 
Value Cockpitは 、財務指標とESG指標のデー
タを統合、可視化することで、自社の業界内で
の立ち位置が把握できます。

また、どのESG指標がどれだけ企業価値にイン
パクトをもたらすか因果関係が明らかになるた
め、確実に企業価値を向上させる施策がわかり
ます。

データに基づき自社に最適なKPIを設定・追求
することで、あるべきデータドリブンなESG経
営が可能となるソリューションです。
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保科学世：今後シミュレーション機能を強化す
るとともに、打つべき施策を推奨する機能の拡
張も進めてまいります。

このサービスが幅広く使われることにより、日
本社会で効果的なESG経営が一層推進されるこ
とを期待しています。

アクセンチュアは、お客様とともに持続可能な
社会の実現に貢献してまいります。

武田秀太郎：今回アクセンチュアと九州大学が
共同開発をしたAI POWERED Enterprise Value 
Cockpitですが、企業の非財務指標と企業価値、
この間の因果関係とその度合いまでを明らかに
示す、今までにないようなアルゴリズムです。
こうしたアルゴリズムをご活用いただくことに
よって、ESGに取り組まれる企業の方々へのベ
ネフィットの明確化、さらには日本社会全体と
してESGに取り組むことの文化の醸成、そして
ひいては持続可能な社会への発展、こうした期
待が貢献できると思っています。

日本においては、財務指標自体は依然として株
主評価に強い影響を持っていますが、日本企業
全体の傾向としてSの項目が企業価値に強い因
果関係にあることがわかっています。

特に、女性・LGBTQなどの多様性に関する取り
組み、また在宅業務・育休制度などの働きやす
さが企業価値に直結していることがわかってい
ます。

特定・可視化・予測することで、注力すべき
ESG指標がわかり、効果的なESG目標設定を可
能にします。AI POWERED Enterprise Value 
Cockpitは 、データに基づいた、正しい経営判
断を促し、長期的な企業価値向上のために、財
務効果も得られるESG経営をサポートします。

他のAI POWEREDサービスとも連携することで、
ビジネスの上流から下流まで、全社的なデータ
ドリブン経営が可能となります 。
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